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表紙右下のロゴについて：地
質調査総合センターは，国際
惑星地球年（IYPE）に賛同
し，活動を支援しています。

◆8月を迎えました．暑い最中か，もしくは残暑見舞い
の頃でしょうか．二十四節気の立秋があっても，まだ
まだ暑い夏です．夏といえば，海．そして山．夏休み
に海や山に出かけることも多いことでしょう．さて，今
月号は8編の一般記事による構成です．楽しい記事
を読んでこの暑さを乗り切りましょう．
◆ 夏といえば，海．海といえば，海水浴，そして砂
浜．まず初めは，「砂と砂浜の地域誌」です．前号に
引き続き，「地質情報展2008あきた」の準備で秋田の
海岸を一回りしたときの報告です．今回は本荘から
八郎潟，男鹿半島までの砂浜を，有田氏ほかが報告
して下さいました．海に行き損ねている方でも，海の
風景，潮風を感じながら読み進めます．
◆夏といえば，山．山といえば，日本の屋根ともいわ
れる山々に四方を囲まれた長野県．次は長野県のロ
ウ石鉱床について，同じく前号に引き続き須藤氏か
らの話題です．地球科学の研究では，現在確認でき
る目に見える情報から，過去の，もしくは目に見えない
地下深部のあるべき姿を推測するのですが，新たに
情報量が増えるとさらに推測が進んだり,確定的にな
ったり，逆にこれまでとは違った推測になったりする
ことがあります．今回の話題では，そのような一例を
紹介して下さいました．
◆ 続いては，日本の地質学の黎明期に発行された地
質図の一つ，「予察東部地質図」についての山田氏に
よる紹介です．前回（本誌652号）は「予察東北部地
質図」について紹介していただきましたが，今回は関
東周辺地域です．当時の調査の様子や背景など，詳
細にわたってまとめて紹介して下さっています．
◆高校生等を対象として科学技術体験の合宿をする

「サイエンスキャンプ」には，地質調査所時代から協力
してきていますが，今年の春にも仙台郊外において
開催されました．その模様と解説を高橋氏ほかが伝
えて下さいました．地質学への関心を一層高めて今
後活躍する生徒の増えることが期待されます．
◆ 慌ただしい予定の合間をぬって調査したことがい
ろいろな展開を見せる可能性のあることを，杉原氏ほ
かが紹介しています．せわしい昨今に当てはまる事
例かも知れませんが，当時の経験がそのまま目の前
に浮かび上がってきそうな調査報告です．
◆ さて，地質標本館では地質に関する様々な展示を
行っており，また，特別展のように関心の高い話題に
ついても期間限定で展示紹介して，啓蒙活動を進め
ています．一方，中学・高校の教科書には幾つか岩
石・鉱物・化石等が記載されていますが，実際にそ
れらの実物を見ることで興味と理解を深めることが
できます．そこでこれらの展示コーナーを新設したこ
とを森尻氏が紹介して下さいました．詳細な展示内
容については，本記事と標本館でご確認下さい．
◆ また，地質標本館では「移動地質標本館」として各
地で地質の啓蒙活動を進めています．吉田氏ほか
は，昨年の産総研中国センターの一般公開に出展し
た報告をして下さいました．
◆最後は，鈴木氏による海洋地球環境学に関する本
の書評です．本誌にもたびたび寄稿して下さる著者
の本を，海洋環境の専門家らしい切り口で紹介して
下さっています．
◆ 来月も一般記事での構成を予定しています．バラ
エティに富んだ構成とするためにも，皆様方からの多
くの寄稿をお待ちしております． （金井　豊）


